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背景と問題意識背景と問題意識

日米両国は基本的な価値観と幅広い
領域で利害を共有し、重層的な協力関
係を築いている。不確実性の高い国際
情勢の中で、「かつてなく強固である日
米同盟」はアジア太平洋地域の安定と
日本の国益にとって極めて重要である。
日米が連携してグローバルな諸課題に
備えるとともに、米国が大統領選挙に
向かう中で、経済界として主な争点を
正しく理解し、予見可能性を高めてお
く必要がある。
こうした視点から訪問先を選定、米
国の政治経済情勢にかかわる情報収集
と意見交換を行い、同時に米国各界の
有識者との交流チャネルをつなぎ直す
ことを目的とした。

グローバル化推進委員会は２月14日～22 日
にかけて、７年ぶりとなる訪米ミッションを
ワシントンD.C.、ニューヨークに派遣した。
コロナ禍で途絶えていた米国の各界カウン
ターパートとの対話・交流再開、大統領・議会
選挙に向かう米国の政治状況、今後の政策動
向の見通しに関する情報収集を目的として、
各界の有識者にヒアリングを行った。
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